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序       章 
 

 

 １ 沿革と大学組織 

   産業医科大学は、医学一般についての教育研究を行うことはもとより、産業医学の

振興と優れた産業医及び産業保健技術者の養成を図ることを目的として昭和 53 年

（1978 年）４月に開学した目的大学である。（目的については、本章〔理念・目的〕

ｐ５を参照。） 

開学から 34年が経過したところであるが、その間にわが国は高度に産業化が進む中

で、高齢化問題等とも相まって、社会構造は福祉社会へと移行しつつあり、医療需要

の増加、多様化という新たな課題も浮かび上がってきた。 

また、これに対応して確固たる倫理観を持ち、医学の社会的役割について十分な理

解をもつ医師の養成が社会から強く要請されている。特に、労働環境の実態と労働者

の健康に対する影響、ひいては環境汚染等の地域住民の健康影響を理解し、これに対

する医学上の対応策を推進することが質の高い生存を実現するうえで、重要であり、

目的大学としての本学は、これらの課題に対しても今後益々取り組んでいくことが必

要である。 

    

 （沿 革） 

    

昭和 52年 12月 学校法人産業医科大学の設立認可及び産業医科大学の設置認可 

昭和 53年 １月 学校法人産業医科大学設立 

昭和 53年 ４月 産業医科大学開設 

昭和 53年 12月 産業医科大学医療技術短期大学の設置認可 

昭和 54年 ４月 産業医科大学医療技術短期大学開設 

昭和 54年 ７月 産業医科大学病院診療開始 

昭和 57年 ４月 産業医科大学医療技術短期大学専攻科開設 

昭和 59年 ３月 産業医科大学大学院の設置認可 

昭和 59年 ４月 産業医科大学大学院開設・産業医学基本講座開講 

昭和 61年 ４月 産業生態科学研究所設置 

平成 63年 ３月 第１回学位記授与式 

平成 １年 ４月 産業医学卒後修練課程開設 

平成 ３年 ４月 産業医実務研修センター開設 

平成 ７年 12月 産業保健学部の設置認可 

平成 ８年 ４月 産業保健学部開設 

平成 11年 12月 産業医科大学医療技術短期大学の廃止認可 

平成 16年 ４月 産業保健学部環境マネジメント学科開設 

平成 23年 ４月 産業医科大学若松病院開院 
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